
Remember CHIKUGO-River,
on June 26,1953(S28)

元筑後川河川事務所長 富岡 誠司



筑後川の「３大洪水」

・Ｍ２２年７月洪水

・Ｔ１０年６月洪水

・Ｓ２８年６月洪水

※ Ｈ２４年 九州北部豪雨
・Ｈ２４年７月



主要洪水の雨量（３日間）比較
（mm）



(ミリ／48時間)

筑後川流域（荒瀬地点上流域）における各年最大48時間雨量

昭和２８年
５１３mm



昭和２８年６月洪水の時系列河川水位



◆破堤（直轄区間）：２６カ所
◆死者 ： １４７名
◆負傷 ： ４,９９９名
◆全半壊・流失家屋 １２,８０１戸
◆浸水家屋 ９５,５２４戸

昭和２８年６月筑後川洪水の被害

（参考）平成２７年９月関東・東北豪雨の被害

◆死者 ： ６名
◆負傷 ： ５９名
◆全半壊  ： ４,１２３戸
◆浸水家屋 ： ９,１４３戸



（参考）Ｈ２７．９鬼怒川の
氾濫区域（常総市）Ｓ２８．６月洪水の氾濫区域

概ね同じスケール
で表示



１
２

３４

破堤箇所（その１） （５２ｋ～５５ｋ）

中の島

山田
江南



１ ２ ３ ４

破堤時刻（その１） （５２ｋ～５５ｋ）



破堤箇所（その１） （５２ｋ～５５ｋ）

１

２

◆破堤延長 １,４００ｍ（？） 竣工年 Ｍ２３頃
◆断面・高さ不足
◆破堤原因 越水

１ ２

中の島



破堤箇所（その１） （５２ｋ～５５ｋ） ３

３

◆破堤延長 ８３.５ｍ 竣工年 Ｍ２０頃
◆断面・高さ不足
◆破堤原因 裏法尻洗掘および越水

山田



破堤箇所（その１） （５２ｋ～５５ｋ） ４

◆破堤延長 ４２０ｍ 竣工年 Ｓ２７．３
◆法面・法先保護工無し
◆破堤原因 恵蘇宿橋左岸アバットが転倒

→ アバットが堤体に引っ掛かり堤脚
洗掘進行 → 川表の法崩れ

４江南



破堤箇所（その２） （４８ｋ～５１ｋ）

５

７ ６

朝倉

船越



６ ７ ５

破堤時刻（その２） （４８ｋ～５１ｋ）



破堤箇所（その２） （４８ｋ～５１ｋ） ５

◆破堤延長 ６００ｍ 竣工年 Ｓ２１.３打切竣工
◆法面玉石空張り、法先根固工有り
◆破堤原因 上流氾濫水による川裏堤脚洗掘

→ 裏法崩壊、 堤体飽水による緩み
元橋梁アバットの根が洗掘

５ 朝倉



破堤箇所（その２） （４８ｋ～５１ｋ） ６

◆破堤延長 １００ｍ 竣工年 不明（明治年代）
◆旧堤（控堤）、樹木叢生
◆破堤原因 越水

７

６７

船越



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ）

８

１０

９

１１
１２

恵利

ひな城

床島

西原



破堤時刻（その３） （４２ｋ～４４ｋ）

８ ９１０１１１２



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ） ８

８

８

恵利



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ）

◆破堤延長 （上流）４５０ｍ （下流）５２ｍ
竣工年 未竣工

◆（上流）高さ不足、川裏法面空石積
    （下流）高さ不足、川裏堤脚に古川
◆破堤原因 （上流）越水、恵利堰の流向

  （下流）越水、上流氾濫水による緩み

８

８
８



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ） ９

９



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ） ９

９

◆破堤延長 １４０ｍ 竣工年 未竣工
◆土羽打済み
◆破堤原因 桂川水門下手からの本川の越水

１４時過ぎから朝倉破堤⑤の内水が越水

ひな城



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ）

１０

１０

◆破堤延長 不明 竣工年 未竣工
◆計画高水位までの土捲出し
◆破堤原因 上流からの氾濫水が堤外に越水

？

１１
１２

ひな城



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ）

１２

１２

１１

１１

床島

西原



破堤箇所（その３） （４２ｋ～４４ｋ） １２１１

◆破堤延長 ⑪１８０ｍ 竣工年 未竣工
  ⑫２１２ｍ 竣工年 Ｓ２７.９

◆⑪高さ不足（余水吐）
    ⑫概成
◆破堤原因 ⑪朝倉破堤⑤の氾濫水による越水

  ⑫内水の激突

１１

１２



破堤箇所（その４） （巨瀬川）

１３

善導寺



１３

破堤箇所（その４） （巨瀬川） １３

①
②
③

④
⑤



破堤時刻（その４） （巨瀬川）

④

⑤

③

① ②



破堤箇所（その４） （巨瀬川） １３ ①②③

③

①

② ③

①

②

◆破堤延長 ４３３ｍ（５カ所計） 竣工年 未竣工
◆①②は樹木あり法勾配急、③は芝
◆破堤原因 ①②は越水、急な法勾配

 ③は越水、前年に樋管工事

善導寺



破堤箇所（その４） （巨瀬川） １３ ④⑤

④

⑤





破堤箇所（その４） （巨瀬川） １３ ④⑤

④
⑤

◆破堤延長 ４３３ｍ（５カ所計） 竣工年 未竣工
◆④⑤ともに芝密生
◆破堤原因 ④は越水、川表高水敷の水路から逆流?

  ⑤は越水、前に沼地、破堤歴有り

善導寺



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ）

１４
１５

１９

１６

１７
１８

大杜

合川

枝光

高良川

東櫛原



破堤時刻（その５） （２９ｋ～３３ｋ）

１４１５１６

１７１８

１９



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ） １４

１４

◆破堤延長 ２４０ｍ 竣工年 Ｓ１８．２
◆法面法先保護工無し、水衝部、漏水（旧川跡）
◆破堤原因 洗掘？

大杜



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ） １５

１４
大杜



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ） １６

１６

◆破堤延長 合計４３０ｍ 竣工年 Ｓ１９．１１
◆法面法先保護工無し、完成堤
◆破堤原因 善導寺⑬、恵利⑧の氾濫水による越水

合川



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ）

１７

１８

１９

１７１８１９

１６

合川

枝光

高良川東櫛原



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ） １７

１７

◆破堤延長 ２７０ｍ 竣工年 Ｓ１９．１１
◆法面保護工無し
◆破堤原因 高良川自流の越水、本川バックで増破

枝光



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ） １８

１８

◆破堤延長 ２１０ｍ 竣工年 未竣工
◆高さ、断面不足
◆破堤原因 高良川自流の越水、本川バックで増破

高良川



破堤箇所（その５） （２９ｋ～３３ｋ） １９

◆破堤延長 １８０ｍ 竣工年 Ｓ２６．１２
◆昔からの堤防に裏小段を補強
◆破堤原因 善導寺⑬、恵利⑧の氾濫水による越水

（＋西鉄橋梁（流木）による堰上げ）

１９ 東櫛原



１９



破堤箇所（その６） （宝満川）

２３

２２
２１
２０ 宮ノ陣

真木

安良川



破堤時刻（その６） （宝満川）

２１ ２３
２２２０



破堤箇所（その６） （宝満川） ２０ ２１

２０

２０

２１

２１

◆破堤延長 １２０ｍ 竣工年 未竣工
◆堤防高さ不足
◆破堤原因 本川バックによる越水

宮ノ陣



破堤箇所（その６） （宝満川） ２２

２２

２２

◆破堤延長 ９３ｍ 竣工年 未竣工
◆国道橋部分が無堤
◆破堤原因 国道橋無堤部から本川バック氾濫し

上下流の堤防を洗掘

真木



破堤箇所（その６） （宝満川（安良川）） ２３

２３

２３

２３

２３

◆破堤延長 右１６０ｍ 左１７０ｍ 竣工年 Ｓ２５．１１
◆法面法先保護工無し
◆破堤原因 本川バックにより断面不足の右岸が破堤

→内外水位バランスが崩れ左岸が破堤

安良川



破堤箇所（その７） （２７ｋ～２８ｋ）

２４篠山



破堤時刻（その７） （２７ｋ～２８ｋ）

２４



２４破堤箇所（その７） （２７ｋ～２８ｋ）

２４

◆破堤延長 ５３ｍ 竣工年 Ｓ１１．１２
◆排水樋管改築工事による堤防復旧直後
◆破堤原因 東櫛原破堤⑲の氾濫水による内水

篠山



破堤箇所（その８） （広川）

２６２５

坂口



破堤時刻（その８） （広川）

２５ ２６



破堤箇所（その８） （広川）

２５２６

２５ ２６

◆破堤延長 １８０ｍ
竣工年 明治年間（Ｓ２１打切竣工）

◆破堤原因 本川バックによる越水

坂口



６月２６日被害拡大の主要時系列
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山田

朝倉

恵利
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西原
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江南

山田

朝倉

恵利

ひな城
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善導寺
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12

3

6

9

1
2

4
57

8

10
11

PM5:30



江南

山田

朝倉

恵利

ひな城
床島
西原
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東櫛原

篠山

安良川
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12

3

6

9

1
2

4
57

8

10
11

PM6:30

破堤が破堤を呼ぶ悪夢の一日



田中寛二 事務所長の対応

○６月２６日 地建局長と共に上京中
近畿地建経由の無線で状況を把握し帰路に、
車中で電報受電「私共では、どうも手だてが
できない。恐らく放棄せざるを得ないだろう。
これを最後と思って下さい。」

○６月２７日 昼頃本局に到着、対応を協議
旭町駅（鳥栖市）付近から舟で筑後川鉄橋へ、
鉄橋を渡って事務所入り（２８日？）



○原口庶務課長
（前日には）あの大災害を引き起こすようなことが
予測できるようなものではなかった、・・一応、課長級と
係長級、そういう人たちを（築川寮に）待機させること
にした。

○山本調査設計課長
（２６日）０時ちょっと前、雨は猛烈に降り出し、寮を
引き上げた。０時ちょっと過ぎには事務所に着いた。
しかし、現地との連絡が全然つかない。出張所に連絡
しようにも途絶してしまってわからないし、何ともしよう
がない。
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